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千葉市立青葉病院を受診された患者様へ
I 『

‘当院では下記の臨床研究を実施しておりますb
本研究の対象者に該当する可能性がある方で､診療情報等を研究目的に利用されることを希望されない場合は、
お問い合わせ下さい。
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研究課題
(研究番号）

Ⅱ 画 ●

ﾚｾプﾄおよびDPCヂｰﾀを用いた循環器疾患における医療の質の向上に資する研究
咄

当院の研究責任者
(所属）

志鎌伸昭（循環器内科） ‘ 。

多施設共同研究の場 ，
合､主たる研究機関およ
び研覗盲拝老(所犀）

九州大学医学部附属病院循環器内科〆

研究代表責任医師筒井裕之(IT/Database部会長）

研究の目的．

』
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本研究は､循環器専門医指定研修施設/研修関連施設から、DPC情報を収集し、その施
設の年報データと連結させ､大規模データベースを構築し､プロセス及びアウトカム指標
による医療の質評価を実施することを目的とする。 ‘

し

調査期間

~ "

2012年4月1日より2020年3月31日(研究期間）
〆

I

対象となる患者様
循環器専門医指定研修施設/研修関連施設(千葉市立青葉病院を含む)に循環器疾患
で入院した患者 ．

使用する情報､試料等
([O]の項目を利用しま
す） ．

［ ］血液､［ ］唾液､［］毛髪､［ ］病理組織､［ ］排泄物(尿･便)、
［］診療記録､［ ］臨床検査データ、
[○]その他(レセプトおよびDPCデータ）

情報や試料の他の研究
機関への提供およびそ
の方法

抽出したデータを暗号化するソフトを用い､連結可能匿名化したデータを電子記憶媒体
(CD-R等)に保存し､国立循環器病センター内事務局へ提供します。 、

個人情報の取り扱い
利用するデータはすべて匿名化され､その対応表は各施設に保存されるため霊患者様の
氏名などの個人情報は提出されません｡また､研究成果は学会等で発表される予定です
が､その際にも患者様を特定できる個人情報は利用しません。

備考
診療情報や試料等を研究目的に利用されることを希望されない場合でも､診療上不利益
な取り扱いを受けることはありません。 ‘


